
皇
室
の
御
崇
敬

長
く
も
昭
わ
夭
豊
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
特
別
の

思
ｔ
召
―
を
も
っ
て
本
殿
通
圧ヽ
茶

Ｅ
ん
で
ん
せ
ん

ざ
さ
じ

に
あ
た
っ
て
幣
串
料

べ
い
は
く
り
ま
２

を

賜
り
ま
ｔ
た
。
昭
わ
二
十
二
年
九
州
御
巡
辛
の
折
、

史
に
は
、
臨
時
夫
茶
に
お
い
て
は
た
び
重
な
る
ご
本

納
を
賜
わ
り
ま
ｔ
た
。

人
豊
皇
后
両
陛
下
に
は
、
昭
わ

四
十
九
年
皇
太

子
同
妃
殿
下
の
御
時
、
、」
参
拝
に
な
り
、
千
戌
七

年
、
千
戌
十
七
年
の
臨
時
夫
茶
に
あ
た
っ
て
は
幣
吊

料
を
、
千
戌
十
九
年
福
岡
県
行
幸
な
の
折
に
は
幣

袈
料

べ
い
せ
ん
り
さ
２

の
ご
本
納
を
賜
り
ま
ｔ
た
。

ま
た
、
秩
父
官
妃
殿
下
、
高
松
官
殿
下
０

」
参
拝
な

ど
、
こ
れ
ま
で
皇
室
の
方
々
か
ら
の
ご
崇
敬
を
い
た
だ

い
て
ま
い
り
ま
ｔ
た
。

舞
諸

祈

願

祭

初
宮
詣

七
エ
ニ
詣

交
通
安ヽ
全

尼
及
い

安
産
所
願

家
内
安
全

苛
売
贅
盛
・社
運
隆
呂

安
全
祈
願

健
康
祈
願

病
気
千
癒

丈
難
際
け

合
格
考
願

合
願
逹
戌
な
ど

畿
灘
一張
祭
典

地
鎮
茶

浚
工
茶

入
居
清
及
い
　

′

神
枷
治
荻
い

丼
片
埋
清
栽
い

伐
木
清
及
い

問
店
清
成
∵
苛
売
繁
盛

事
務
所
開
所
式

工
事
安
全
行
願
ほ
か

各
種
安
全
祈
願
な
ど

神
葬
茶
（神
式
の
葬
儀
）

ご
ん
れ
様
の
社
霊
茶
・年
茶

か

に
、
神
前

に
書

い
、

神

前

に

新

る

。

神
々
の
鎮
よ
る
深
い
れ
に
包
ま
れ
た
御
本
殿
に
て

お
ご
そ
か
に
神
前
結
婚
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

神
前
結
婚
式
の
お
申
ｔ
≧
み
は
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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〓

〓

〓

〓

●

●

〓

Ｅ

Ｅ

Ｅ

一

［
神
前
結
婚
式

］

溝
鍋

|

■交通案内
●護国神社前・NHK放送センター入口下車
●地下鉄七隈線 六本松駅より徒歩7分
●空港線大濠公園駅より徒歩20分
●駐車場 福岡県護国神社大鳥居前駐車場

(246台収容 大型バス駐車可)

福 岡県護 国神社
′092‐741‐2555

〒810-0044福岡市中央区六本松 1-1-1

けやき通り

県護国神社
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重 ,整
●
年

間
祭
典

ご
案

内

く

八
月

お
盆
み
た
ま
ま
つ
り

御

祭

神

明
治
年
新
よ
り
夫
え
工
戦
争
に
二
る
幾
夕
の
国
難
に
際
ｔ
、専
い

令
を
捧
げ
ら
れ
た
外
上
出
身
の
英
霊
十
二
万
余
れ
を
お
れ
り
ｔ
て

い
ま
す
¨

御

一由

緒

福
岡
県
内
に
あ
っ
た
招
沈
社
三
社
を
合
せ
て
な
る
た
め
、
福
岡
城

外
鰊
兵
場
釣
二
万
三
十
坪
を
境
内
地
と
ｔ
て
造
戌
ｔ
、
御
社
殿
が

創
定
さ
れ
、
内
務
夫
Ｅ
指
定
霞
国
神
た
２
県
の
一
社
を
原
則
と
ｔ

て
宦
幣
洋
・国
幣
社
に
準
ず
る
た
格
）
と
ｔ
て
昭
わ
十
八
年
四
月
ニ

十
日

′こ
の
地
に
御
鎮
座
に
な
り
ま
ｔ
た
。

―
か
―
な
が
ら
、
昭
布

二
十
年

六
月
惜
ｔ
く
も
戦
災
に
よ
り
御

木
殿
以
下
の
定
造
物
を
焼
失
、
４

戦
後
な
が
く
仮
社
殿
で
茶
れ
を

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
ｔ
た
が
、

県
民
の
二
誡
■
よ
り
昭
わ

二
十

八
年
二
月
に
御
社
殿
を
新
条
ｔ
、

児
在
の
姿
ど
な
り
ま
ｔ
た
。

●
鶴
爾
彙
議
爾
神
織
大
鷺
覇

議

高
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
、
れ
の
直
径
百
六
十
セ
ン

チ
の
台
湾
ヒ
ノ
キ
材
。

昭
わ
十
八
争
の
神
社
御
鎮
座
に
あ
わ
せ
て
台

湾
二
り
船
舶
で
御
用
材
が
運
ば
れ
、
創
建
さ

れ
ま
ｔ
た
。
木
製
の
鳥
居
と
ｔ
て
は
日
本
属

指
の
大
き
さ
を
誇
り
ま
す
。

▲
畿
鯰
鞭
機
の
統

境
内
の
繰
豊
か
な
れ
は
、
沖
社
の

創
建
以
来
各
地
か
ら
の
敲
未
約
ニ

千
本
が
集
め
ら
れ
育
て
ら
れ
ま
ｔ

た
。
現
在
、
福
岡
郡

喀
部
に
お
い
て

貴
重
な
森
沐
と
ｔ
て
保
護
さ
れ
、

急
い
の
場
所
と
ｔ
て
も
み
な
さ
ま
に

況
ｔ
ま
れ
て
い
ま
す
。

戌 七 元 歳
人 草 始捏

茶 荼 茶 茶

１

日

３

日

７

日

第
２
月
曜
日

一一一・

３
日

節
分
祭

初
午
の
日

ね
出
稲
荷
神
社
初
午
茶

１１
日

た
元
茶
　
　
＾

‐７
日

肴
キ
茶

一一一一・一

春
年
の
．日

な
李
慰
霊
安
鎮
茶

3029
日 日

御 昭
鎮 わ
座 茶

=ι合
'  El

茶

一一一一

３
一４
日

ふ
季
夫
茶

‐９
日

戦
英
口
茶́

∞
旧

た
及
式

‐３
ヽ
‐６
日

お
盆
み
た
ま
ま
つ
り

敬
老
の
日

教
老
茶

雀
序
入
り
の
日
明
治
準
新
恙
士
墓
前
茶

秋
分
の
日

秋
季
慰
霊
安
鎮
茶

第
２
月
曜
日

秋
季
人
茶

及
び
そ
の
前
日
　
　
　
　
・

３
日

明
治
茶

‐５
日

七
ュ
ニ
茶

２３
日

新
嘗
茶

２３
日

え
長
茶

３‐
日

夫
友
式
・除
夜
茶

洋

月

今

日

茶

今

日
斎

行


